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医学部の授業形態
対象学年 患者さんとの接触

講義 1年生～6年生 X

グループ学修
(PBL, TBL) 1年生～6年生 X

基礎医学実習
（解剖、基礎実験等） 1年生～3年生 X

研究参加型実習 2年生～6年生 △

シミュレーション実習 1年生～6年生 △

見学型臨床実習 1年生～4年生 〇

診療参加型臨床実習
（クリニカル・クラークシップ） 5年生～6年生 〇



時期的な背景：COVID-19対応中の実習（9月上旬）

• 附属病院に関連する実習はすべて中止
• 対面授業は３密を避けて一部開始
• グループ学習、実験は一部開始
• クラブ活動中止



対象の授業：医学科第１学年 早期体験実習１
・医学科1年生（107人）の見学型実習で、入学早期から医療の現場を体験する
・早期体験実習１は1週間コースで、講義→実習→グループ学修で構成され、患者さんの視点、
医療者の視点から病院を俯瞰することを目的とする

・実習は日替りでマンツーマンのshadowingを行う
・グループ学修の予習を十分に行う（active learning型）

授業目標
1. 附属病院内のさまざまな医療職と職務内容を述べることができる
2. チーム医療の重要性が理解できる
3. コミュニケーション（医療者・患者間、医療者間）の重要性が理解できる
4. 患者さん、ご家族の目線で病院を理解できる
5. 将来自分が経験する上級医学生、研修医をイメージできる



早期体験実習１の授業形態
対象学年 患者さんとの接触

講義 1年生～6年生 X

グループ学修
(PBL, TBL) 1年生～6年生 X

基礎医学実習
（解剖、基礎実験等） 1年生～3年生 X

研究参加型実習 2年生～6年生 △

シミュレーション実習 1年生～6年生 △

見学型臨床実習 1年生～4年生 〇

診療参加型臨床実習
（クリニカル・クラークシップ） 5年生～6年生 〇



対面ＴＢＬによるグループ学修

• 6～7人で1グループを構成
• PBLと異なり密になる
• 授業の流れ

1. 課題をグループで確認、予習
の役割分担

2. 各自の分担部分の予習・調査
3. グループ討論
4. プロダクト作成
5. 全体発表
6. 確認テスト
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大教室で各グループが島をつくる



ZOOMブレイクアウトルームを用いた
オンラインTBLによるグループ学修

Zoomでメインの部屋と小部屋を行ったり来
たりできる

チューター数名が 学生のグループに出た
り入ったりして監督する

…

メインルーム
（チューター）

グループ0
（学生1０名）

グループ1
（学生11名）

グループ9
（学生11名）

各小部屋を出たり入ったり

• 10～11人で1グループを構成
• 授業の流れ

1. 課題についてe-learningコン
テンツにて各自予習

2. オンラインでグループ討論
3. オンラインでプロダクト作成
4. オンラインで全体発表
5. 個人レポート提出



ブレイクアウトルームでの作業



オンラインTBLの評価



オンラインTBLの評価２



オンライン授業形態による評価



学修行動の変化



オンライン授業により、自身の学習行動で変わったこと、
思ったことを具体的にあげてください（複数選択可）n=83



MezirowのTransformative Learning (TL) theoryによる分析



オンライン授業の評価



医学部の授業形態
対象学年 患者さんとの接触 対面 遠隔

講義 1年生～6年生 X 〇 〇

グループ学修
(PBL, TBL) 1年生～6年生 X 〇 〇

基礎医学実習
（実習室） 1年生～3年生 X 〇 △

研究参加型実習 2年生～6年生 △ 〇 X

シミュレーション
実習 1年生～6年生 △ 〇 △～X

見学型臨床実習 1年生～4年生 〇 〇 △

診療参加型臨床実
習（クリニカル・
クラークシップ）

5年生～6年生 〇 〇 X

Hybrid

Hybrid



Future Scope
• オンラインTBLは、対面型TBLに比べて学生の参加度が良く、
プロダクト作業効率が良好であった半面、ディスカッションが
不十分である可能性があった

• オンライン授業による学生の学修行動の変容が示唆され、この
変化はアクティブラーニング型学修に資すると考えた

• 今後は種々の授業形態の長所・短所を生かしたハイブリッド型
授業により、学びがより深まると考えられた

• 教員にとってもポストコロナ時代の授業に関する行動変容が望
まれる
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